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俗 に いう 「 江 戸 八 百 八 町 」 
が ひろ が っ て いた の は 下町 
で あっ た . 鹿 長 8 年 (1603), 
江戸 に 幕府 が 開か れる と 同 
時 に , 家康 は 今 の 浜町 か ら 
新橋 に いた る 市 街 地 を つく 
り , また , 日 本 橋 や 京橋 な 
どの 橋 を か け 銀 座 と 日 本 橋 
あたり に あぁ 市 街 を ひら いた -. 
この あたり は 今や や は り 東 
京 の 中 心地 で ある . し か し 
東京 都 の 膨 眠 は いや が 上 に 
ゃ も 可 つ か の 大 臣 華 街 を つく 
っ て ゆく . 東京 の 中 心 と い 
う 意 味 も 実際 に は 次 第 に そ 
の 範 陸 を ひろ め て き て いる . 
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今 の 文京 区 , 新宿 区 , 千代 
田 区 , 港 区 な ど は 国電 山手 
線 の 内 が わ に ある 住宅 地 で 
あっ た . 東京 市 が 15 区 に われ 
か れ て いた 時 代 に は , これ 
ら の 地域 が 山手 と よ ば れ 広 
い 意 味 の 山手 は 郊外 と よ ば 
れ て いた . 都市 の 発展 に と 
ゃ も な っ て 郊外 は さら に 外 が 
へ と 押し や られ 東京 の 市 
域 は 拡張 され た . 大 震 災 前 
まで は 場末 に すぎ な か っ た 
新宿 , 渋谷 , 池袋 な ど が 今 
は 新しい 盛り 場 と な っ て い 
る . 交通 機関 の 発達 に よっ 
て , 都心 か ら 遠 い 周辺 地区 
ゃ , 通勤 者 の 住宅 地 と し て 
少し ゃ 不便 で は な く な っ た . 
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「 今 の 武蔵 上 は 林 で ある . 
林 は 実に 今 の 武蔵 野 の 特色 
と いっ て 家 い 」 と 独歩 が 書 
いた の は 世田谷 の 辺り か ら 
中 野 , 或いは 小金 井 の 奥 だ 
が , 美しい 武蔵 時 の 林 も 年 
毎 に 伐り 開か れ て 殺風景 な 
畑 に 変り , その 畑 に また 家 
が 建ち あ , いつ し か 武蔵 野 の 
面影 は 消え て ゆく . 同時 に 
「 武 蔵 野 」 の 名 も 人 々 の 記 
憶 の 中 だ け に 残る も の と な 
る よう だ . 都心 か ら 1 時 間 
内 外 の 地域 は どこ も 似 た よ 
うな サラ リー マン の 住宅 地 
で ある . 都内 の 10 市 は 彼ら 
の 謙 室 都市 と いわ れ て いる 。 
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丘陵 地 か ら 少 し 西 に ゆく と 
青梅 , 五日市 , 八王子 な ど 
が ある . これ ら の 市 や 町 の 
背後 に は 山 が せま り , 山 か 
ら 流れ 出る 川 が 市 内 を 貫い 
て いる . また 昔 は 青梅 は 青 
梅 街道 の , 五日市 は 五日市 
街道 の , 八王子 は 甲州 街道 
の 宿場 で あっ た と ころ か ら 
商業 の 中 心地 と し て 栄え た 
山間 の 産物 は 谷 ぞ い に 下り , 
平地 の 産物 は 街道 を 運ば れ きき 品 3 
て この 山麓 の 町 に 集まる の  M 6 >a Ss s 
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多摩 川 の 渓谷 , 鳩 / 巣 付近 


青梅 線 の 御岳 の 西南 に ある 
御岳 山 は 遠足 の 小学 生 な ど 
で 賑わう 行楽 地 . ケー ブル 
カー が ある . 青梅 線 の 終 

氷川 は 奥多摩 町 の 中 心 . 東 
京都 の 一 番 山 奥 の 町 で ある . 
氷川 か ら 更に 山 深 く 入 っ た 
と ころ に 東京 都 の 新 ら し い 
水道 源 , 小河 内 ダム が ある . 
昭和 13 年 に 着手 され た 工事 
は 戦争 で 中 断 さ れ た が , 昭 
和 28 年 に 再開 し , 昭和 32 
年 に 完成 し た . 建設 の た め 
11 の 部 落 が 水底 に 沈ん だ が , 
完成 に よる 給水 量 の 増加 は 
1 日 , 122 万 人 分 に あたる . 
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島 の 生活 よ は がい し て 人 軌 し い . 
火山 島 な の で , 地下 水 が な 
いた め に 作物 や ゃ あま り 育 た 
な い . 火山 の 竹野 の わずか 
な 畑地 に 陸稲 , 甘 諸 , サト 
ウキ ピ な ど を 植え て いる が , 
主食 は 殆 ん ど 本 土 か ら の 移 
入 に 頼っ て いる . 耕地 に な 
ら ぬ 所 で は 生 を 放牧 し て い 
る . また 次 涯 で ご つ ご つっ し 
た 海 湖 に は 大 きい 舟 が つか 
ず , 島 の 漁民 は カヌ ー を 操 
り , ヤス で 魚 を 捕え る . こ 
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的 恵まれ て いる よう だ . よ 
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% 


電 . 履 容 大 引 4 万 5 千 


PT エ ユ 


芯 | 千 G 双 則 半 所 


ENyQ^ 棚 G 電 色 な 記 
RN" 末 半 下 案 KK 民 < 
吉 貸 団 害 | 財 1 
帳 明 臣 人 で く eo 札 
Sm 史 DSS 篤 | 量 剛 
押 GQGP^ 谷 和 償 そ 過 
ぐ S 刀 SeQP4Syoo 最 だ G 
所 玉 思 弄 だ 議 因 * 


療 花 " 閣 押 豆 乱 じ 3Syoe ke 


浪 角 G 革 っ .G ぐ ye 

中 履 内 人 る Q 反 G 王 玉 筐 
赴 『 じ 紹 押 や 国 絡 や 下 て 
本 導 総 ぐ 拉 咽 * 累 砂 ” 援 コ 
所 ぐ 抽 下 ^ KK 能 豆 る 史 
E 岳 で 功 決 ′ 据 挟 Qk ポ 
ホキ 旨 三 区 人 玄 Q 叶 呈 7 
殆 紗 ” 婁 豆 0S 想 繕 野 味 2 
臣 立 や 慰 豆 か いる お 放 で や 
っ 0” 6 皮 店 応 敵 べり 
芋 田 反攻 是 ′ 坪 忠 豆 語 三 
YSEEIORW く WS で 


鞭 
-J 
N9 
6 
1J 


記 
由 
十 
志 
= 時 
@ 
包 
w 
皿 
S 


な らぶ 百貨 店 の 大 部 分 は 
百貨 店 の 支店 や , 郊 
外 の 百貨 店 は 銘 ん めど が ター 


建坪 1 万 坪 以上 の 豪華 な も 
ナル デバ ー ト て 池袋 , 新 


宿 , 渋谷 な ど 駅 の 周辺 に 集 
中 し て , 郊外 に 住む 購買 層 


を 吸い 上 げ よ うと し て いる . 


ー 


レ Ne ユ 
胃 セ 咽 
S 机 
co 1J 次 
GS や 思 
ゴロ 提 G 
所 外 二 
G 掲 黙 
世 宮 錠 
選 球 加 
時 性 
臣 相 


都 の 商業 統 
の だ . 


さ 


( 


は 自動 車 業者 が 多い 


東京 の 産業 (その 1) 


消費 面 ば か り 強 調 さ れ て い 
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で や ゃ ある. し か し 各種 の 産 


業 が 大 小 様々 な か た ち で 衣 
在 し , 地方 に 見 られ る よう 
に , 一 つの 土地 が 一 つの 産 
業 か ら 成 り 立 っ て いる の と 
は 性 格 が 違う . 東京 の 産業 
で 全国 的 比重 を 持つ の は 精 
密 機 械 , 印刷 , 金属 製品 等 . 
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20 雲 87 奈良 一 西部 一 143 一 年 生 W97 イ | ンカ 22 能 本 県 | 
21 汽 車 y88 と マラ ヤ 44 長 野 県 198 奈良 を めぐ る 3 秋 田 県 
庫 22* 動 物 園 の 鳥 "89 上 高 地 145 塩 原 一 空 か ら 6 一 254 苦 小 中 
23 様式 の 歴史 90* 電 力 146 日 本 の 庭園 199 子供 は 見 る gs5 山 梨 県 
目 史 山 91 松 江 147 木 前 200 雪 放 25G 新 湯 県 
25 ス イ ス 92 動物 の 表情 148 忘れ られ た 鳥 ソ 2D、 東 京都 257 村 と 礎 林 
録 26 ス キ ーー 93 金 沢 149 近 東 の 旅 ソ 202 アフ ガニ = 256 茨 城 県 
_27 京都 一 歴史 的 に 94* 自 動車 の 話 1350 和歌山 県 スタ ン の 旅 5 上 K 福 島 県 
みた 一 95 楽 師 寺 ・ 151 函 館 ン 203 渡 り 鳥 260 旭川 ・ 大 雪山 
y28 力 と 運動 唐 招提 寺 152 豆 204 群馬 県 265 到 大 阪 府 
29 アメ リカ の 尋 業 96 日 本 の 人 形 - 15e ご 大 分 県 205 プ ラジ ル 2 奈 良 県 
30 プア ル プ ス 97* シ ステ ィ ナ ど 154 死 都 ポン ベイ 206 ルー ヴ ん 美術 館 。963 北ア ルプ ブス 
31 山 の 鳥 礼拝 堂 155 富士 を めぐ る 2907 北海 道 (南部 ) の 山々 
32 奈良 の 大 仏 98 美 人 画 一 空 か み ら 一 208 小豆 島 、g64 地形 の 記 
33 尾 瀬 v99 日 本 の 貝殻 156 ご 神奈 川 県 209 日 本 265 静岡 県 
34 電 話 100 本 の 話 157 柔 道 -1956 年 8 月 15 日 - 266 軽 井 沢 
35 野球 の 科学 101 戦争 と 日 本 人 15g 生生 26 富山 県 56 た 佐 賀 県 
36 性 と 宇宙 102 佐 世 保 159 ツ 連 ・ 中 国 の 旅 211 毛織 物 の 話 268 日 本 の 社寺 建築 
37 表 の 観察 103 ミケ ラン ジェ ロ 一 穫 原 武夫 一 24 北 海道 2eg- 宮 時 県 
38 長 崎 104 空 か ら み た 大 阪 160 伊豆 の 大 鳥 ( 東 ・ 北 部 ) 。270 十和田 湖 
39 高 野 山 105* 宗 ジ 213 自 然 と 心 2 福岡 県 
(20) 正 倉 院 (一 ) 214 空 か ら み た 京都 つつ 72 日 本 
41 彫 刻 215 世界 の 人 形 一 1958 年 正月 一 
43* 化 学 織 維 217 時 烏 
44 銅 虫 本 竹野 疹 
45 野 の 花 一 春 一 249 山 ロ 県 - 学 術 調査 の 旅 - 
46 金 印 の 出 た 土地 220 麦 積 山 276 イン ド シ ナ の 旅 
47* 東 221 北 京 2 多 栃 木 
222 江 南 <278 尾久 島 ・ 種 子 島 
223 四 川 2 岩 手 
224 広 州 一 大 同 | 
225 室 蘭 
226 山水 画 
22 三 重 県 
228 折 山 
229 鵜 飼 の 話 | 層 
20 島根 上 | 革 
231 社 Sn 
了 > 
筑 | 
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